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新潟県西頸城郡

能生町の

地すベリ

昭和38年3月16目午後4時20分頃新潟県西頸城郡

能生町小泊地区に災害を伴った地すべりが発生した.

この地すべりについては朝目･読売･毎日をはじめと

して全国の新聞紙上にトップニュｰスとしていろい

ろ恋写真入りで大きく報道された.これは地すべり

の被害発生した場所発生した時期などの関係で注目

されるべきものであり地すべりの脅威を思い知らされ

た.今回能生町に地すべりが発生するとすぐ現地

に出張その実体を調査したのでここにとりあえず

小泊地すべりの概要を述べてみる.

小泊地すペリの被害

住民に封する被害地すべりは小泊部落(260戸

870人)の西側で住宅密集地の一部を幅約110mにわた

って横断し約40m同本海に押し出している.このた

め全壊家屋25戸半壊家屋3戸死者4名負傷者数

名の被害をもたらした.地すべり発生とともに適切

匁警報処置カミどられ住民は避難することができたので

地すべりが激しかったわりには死傷者は少なかった.

鉄道に対する被害この地すべり発生時にたまた

ま現場にさしかかった敦賀発直江津行き下り225号列

車が遭難した.白山トンネル(長さ336m)を出た直後

に機関箪は地すべりにのりあげ続いて滑動した泥土と

とも紀機関靭ま約閉鰍押し流慈れて壊没した誼王両

目の客車は約夏⑪⑰繍押し流慈れ壌爾鷲は脱線大破し

3～7両目はトンネル内に止まるこ&がで書だ｡列車

乗務員の迅速適切な処置によって乗客を避難慈せ数人

の軽傷者を出したにすぎ衣かったこをは実に不幸申の

幸いであったといえよう.普通則箪であったこ&乗

客の少校かったこと一瞬地すべり滑動に遅れていた

ことなども幸いしてv'る.レｰルは弓状ぽ約s晦抑し

出され地すべりの恐ろし巷をまざ凄ざとみせつけられ

定.復旧には機械カを使って昼夜突貫炸薬で開通終

努力している.それでもか扱算の濠数を襲す為屍込

みである.地すべりの原因として列箪は関係扱いが列

車が地すべりの泥土にのりあげてから大意扱滑動に移

るまでに約2⑪分あったことが注目される咀この閥は急

激な大滑動を行なう力が蓄積されバランスがくずれて

大きな地すべり衝撃が与えられているものと思われる彗

安藤武･岡重文

国道に対する被害海岸線ぞいにつらなっているた

だ一つの連絡道絡である国道8号線は約11㈱の間が

泥土ヒ埋まった.県および地元では全力をあげて開通

に努力したのであるが長さわずか夏⑪⑪m程度にもかか

わらず泥の量と質のためバス扱どの大型自動車を通す

までに12目閻を要した.応急道路はまず泥土を排除

し砂利を入れその上に鉄板を敷きさらに砂をまいて

ようやく形づくられている.そのほか地すべり発生

のため地元民はかなりの期間生業(漁業関係が多い)を

放棄しているなど間接的た被害も大きい.とくに地

すべりの脅威による心理的な影響は大きいようである.

処すべり地帯の地質

地すべり地帯は第三紀中新世上部の寺泊層からなっ

ている.小泊部落の東側には集塊岩からなる山があ

り第三紀層の山とは急斜面をもって接している.ま

Lゆん

た西側(弁天岩のところ)には集塊岩からなる急峻な

小山が存在する.この両者の間は広大た旧地すべり

地帯でありその大部分は水田(棚田である)となってv'

る.東側山地の山腹部分は毎年のように少しづつ動い

ており昭和30年には緩慢ではあるカミかなりの動きを

行なったといわれ現在地すべり防止区域に指定されて

いるが今回の大きな滑動は指定区域外でおこっている.

この地すべり地帯は凝灰質砂岩･黒色泥岩･軽石質

凝灰岩の互層からなっている.凝灰質砂岩は地すべり

地頭部の滑落崖によく露出し割合いにち密で角礫状に

なって泥土中に混入し一部分はシルト質粘土になって

いる.黒色泥岩は軟質泥岩(風化度O.80～0.75)ない

し黒粘土(風化度O.52前後)となっている.軟質泥岩

は指頭で圧すると粘土質になるほどである.累粘土は

泥岩原の濃色の粘土で可塑性力状きい.軽石質凝灰岩

は多量の軽石粒(径数mm～8m㎜程度)｡肉眼的な石英粒

･黒雲母斑点を含有する石英粗面岩質のものである.

この軽石質凝灰岩層カミ泥岩層にはさまれている場合には

著しく風化して白粘土(風化度O.45～O,43)に変わっ

ている.東側の切り落された崖では黒粘土･白粘土

が多量にみられた.黒粘土および白粘土はモンモリロ

ナイトを主成分としたベントナイトである.地すべり

で滑動した泥土は多少のシルト質粘土･軟質泥岩塊･�
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凝灰質砂岩の角礫･酸化表土(黄褐～赤褐色の精土質)な

どを含んでいるカミ主としてこの種の粘土からなってい

る.

風化度(腐食度とも呼んでいる)とは地すべりに関連

して母岩粘土などが主として地化学･生物化学的作用に

よって腐食されているていどを示す指数として用いている

ものである1og1/w(合水率)で示し1.0以上は

ほぼ原岩に近く数値が小さくなるほど粘土質である

地すペリの規模と特徴

地すべり地は全長約370m幅100～170m面積約4.5

ヘクタｰルのもので地すべり面積としては小規模なも

のに属すカミ動いた泥土は約15万m3と推定される大量

でありこれが一度に動いている.典型的な地すべり

であり急激に滑動する地すべりの特徴をよく示している.

頭部には高さ約30mの垂直に近い滑落崖をつくり大

きく山肌を露出している.なお側方にも著しい滑落崖

をつくっている.鉄道線からほぼ下手海までの部分

は滑動泥土の堆積地帯である.頭部滑落崖と鉄道と

の間とくに滑落崖の前方地帯では陥没1傾動をおこ

しているようである.表土層の下の岩盤内に発生した

萎闘葦鱗

灘妻一一,野灘鐵鰯鞭

能生町小泊～筒肩地区の地すべり分布図

(破線の部分は地すべり地を示す)
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能生町小泊地すべ

りの空中写真
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陥没･傾動による衝撃およびそれに伴う横圧力がこの

ような急激な地すべりをおこしたのであろう.融雪水

の飽和も大きく影響している.地すべり地内の2カ所

から白濁した比抵抗値の低い地下水がかなりの最湧

出していた.岩盤内に発生する地すべり(岩盤地すべり

あるいは深層地すべり･一次地すべりと呼んでいる)はその動

きが急激であり表層地すべりを伴って規模が大きい皿

これまでの調査研究はよると大きな地すべりあ馳･

は急激な地すべりはほとんどすべて岩盤内に発生してい

るものである岨小泊地すぺりは岩盤地すべりの代表

的なタイフである.表層地すべり(二次地すぺりとも呼

んでいる)とは過去の地すべり･崩壊などによって堆

積してv･る表土質の部分がさらに分解1風化してゆく

過程に徐々に動く性質のものである.毎年のように

数｡m～数10cm時としては数m程度におよぶが蓄わ

めて緩慢に部分的にすべっているものは主&して表層

地すべ資である.このような地すべりの起こっている

地帯は主として棚田の一部カミ被害を受けている程度で

地すべり地の宿命と考えており一般に員立た扱いが

第三紀層地域にはきわめて多いものである｡ただ表

層地すべりカミとくに著しいかあるいはこのよう匁地帯

内で岩盤地すべりが起こった場合に注目されているぽ過

ぎ鮎'.地すべりには形態1運動1地質など1はるい

ろv'ろな分類があるが前記の岩盤地すべり&表層地

すべりは地質学的扱見方の一つである｡防災抽よび予

知に関連しては岩盤地すべりカsいつどのようなときに

どのような規模で発生するかを鰯胴することがもっと

も大きな課題であるう｡

今後の欝戒と対策など

能生町虹は多数の地すべり地が分布し

背くから著名

住地すべり頻発地区である.昭和22年5月19目には

ませく`ち

柵口で被害地区総面積約200ヘクタｰル被害建築物

約80戸の大きな地すべりカミ起こっている.小泊地すべ

りに続いて3月30目には桂部落後方の城山に大きな地

すべり淋発生した.新潟県下の頸城･古志･魚沼郡下

には下部鮮新統～上部中新統に属する寺泊層･椎谷層

と呼ばれる地層カ状く分布する.これらはきわめて地

すべり地帯を構成しやすい岩質からたり県下の地すべ

り地の総数1,OOO余力所の80%以上カミこの岩層地区に

集中的に分布している.

今回の小泊地すべりについては県･国鉄などが対策に

着手している.すべった後の対策が重要であることは

いうまでもなく可及的にじゅうぶんに行なわれるこ

とを望むものである.一般的に地すべりは山くずれ

土石流などと違って免疫性を保有することがない･小

泊地すべり地などは現状のままではこの地すべりの

ためにかえって再度発生する恐れカミ増しているほどであ

る.とくに東側の山地帯などでは“何かきっかけカミあ

ればすぐに岩盤地すべりを起こしそうである｡とり

あえず危険状態を推定する基準として表土層の性状

下部岩盤の風化状態たどを調べることカミ必要であろう.

密集人家の背後山腹は旧地すべり地帯であり地すべり

滑動期に近づいている恐れがあるように思われる.一ソ

地質調査所では地すべり(山くずれ)の地質学的研究に

とりくんでいる.これは全国的に多発している地す

べりが岩質･構造｡地形1地下本理と擦擦に結びつv･

ており地質学的研究か対策を実施する指針となり基

礎と泣りな招進んで地すべり予知の方法を見い出すこ

とがきると思うからである.

(欝積嫁地質郷廠開地質課)

鈴

側方糟繕嬢1こ鱒熾する練土
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上釣蟻い郷分絃軽薦衡凝腿潜

源⑳筒繊土で下郷1ま鰍質耀瀞

をその籍繍全かもな蕃
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処すべり地帯東側の側方滑落崖

高さ2～7mの急斜面階段状の水田から狂るところで

水田が切り落されている水田下の表土は浅く1m

以内で鳥鰹に遠している猪盤は軟質泥岩と黒粘土

から扱夢}翻争こ禽練土塗締ってな･纂

資本海1こ紳'し鱗し淀地すべ婁

郷簿閥ぽ遂～搬海渡1こ侵食慈れている海は連日に

ご夢兇端に凝灰質砂岩の篤礫がとり残されている

瀞動濯土と全壊蒙騒の残秘いがみられ爆線屡員の簾

禽し又い遜どこ引巴織闘箪が鰯没レζいる

処すべりで埋没した機関率の解体作業

機関車が緩斜面を泥と共に約170mすべり落ちて埋まっ

て1いる�
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地すべり泥土と全壊家屋の残がい

国道沿いに運潅ってV･た密集人家を幅約110㎜にわた

って横切ったので住宅28戸カ主全壊し吹

排土作業

国道8号線の応急工事厚さ6m前後の大都分は青黒

耕土からなる堆積泥土を排除している地す

デりで火災をおこした家の

残がいが泥の申でくすぶり続

けてv'るブルドｰザｰが

動けなくなるので挟土跡に

砂利を投入して前進している

←

地すべりで埋まった北陸本線

クレイン車による排土復1目作

業前方にみえるのが白山

トンネル(長さ336m)の閏1コ

鉄道の流失約170m泥土に

よる路線の埋没約110mである

復1目作業

黒v'部分は地すべり泥土雨が降って雨水が流枇ζなど

表面かどろどろになりブルト□ザｰが落ちこんで動け恋

く汰る排土･復旧がきわめて困難な泥土である

応急国道8号線

人力で排土後砂利を入れ鉄板を敷堵.山さ･らに砂を

まいて自動軍の通行ができるようにした応急国道(処

すべり後12目目)�




